

























































クストとの結びつき方も、時代を違えた我々には即座 理解できないも が多い。現代の「二 創作」も固有の用語体系
六三
『不如帰』の断片化と再編成











































































































































































































































































之を聞く 恰も武男が将来を説明 るものゝ如し。感興頻に至りて止ず、乃ち初て小説なる者の筆を執り、前記事実談に肉 着け衣を添へて此一篇成る。其の『後の不如帰』と題せる所以のものは如上の事情 依れるの外、一つは『不如帰』を愛読するの余りに出づ。
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（伊藤清子「緒言」 、 『実説不如帰』 、傍点木戸（
このテクストは身の上話を「有りの儘」に書いた日記を小説体に書き改めた としている。 「有りの儘」であることが








































には当時の文壇文学の借用や哲学などの話題が盛り込 れているものがある。先に述べたようにここには文壇文学の動向に関心を持つ文学青年層 関与が想像できる。作者の素性があ 程度わかって る者からもそれが裏づけられる。例えば『小説
　
新不如帰』の著者小林紫軒は、文学家志望者の互助組織である文学同志会にその名が見える。文学同志会は地方か




















不如帰の二次テクストについて論及したものとして、大屋幸世「 『不如帰』余波」 （ 『国文鶴見』一九号、一九八四年一二月
（、大
屋「書物周遊（一
（」 （ 『国文鶴見』二〇号、一九八五年一二月
（、横田順彌「名作パロディＳＦと迷作ハチャメチャＳＦ」 （ 『近代日
本奇想小説史
　
明治篇』 、ビラールプレス、二〇一一年
（、木戸「 「自然」の争奪
―
「小説の脚本化」と「戯曲的小説」
―
」 （ 『日
本文学』第六〇巻一一号、二〇一一年一一月（がある。
（
（
　「赤本」に関する基礎研究として、宮本大人「湯浅春江堂と榎本法令館
―
近代における東西「赤本」業者素描」 （ 『近代出版史
料』五号、二〇〇三年三月
（、柴野京子『書棚と平台
―
出版流通というメディア』 （弘文社、二〇〇九年
（。また、吉沢英明によ
る『講談作品事典 （二〇〇八年、続編二〇一一年（以下の一連の研究がある。
（
（
　
ジェラール・ジュネット、和泉涼一訳『パランプセスト』 （水声社、一九九五年
（、リンダ・ハッチオン、片渕悦久・鴨川啓信・
武田雅史訳『アダプテーションの理論』 （晃洋書房、二〇 二年（
。
（
（
　
中村幸彦『戯作論』 （角川書店 一九六六年（
。
七三
『不如帰』の断片化と再編成
（
（
　
横田前掲論では『終篇
　
不如帰』がＳＦとして紹介されている。
※本論は、日仏共同研究「集と断片」ワークショップ（二〇一一年三月一一日、パリ＝ディドロ大学（における発表に基づいている。
